
乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

│
│
附
録

戒
壇
指
南

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
世
仏
教
、
曹
洞
宗
、
授
戒
会

　

本
論
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
曹
洞
宗
の
学
僧
・
乙
堂
喚
丑
（
一
六
八
四
？

〜
一
七
六
〇
）
に
係
る
資
料

戒
壇
指
南
（
以
下
、
本
書

と
も
記
載
）

に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
本
書
は
従
来
報
告
さ
れ

て
お
ら
ず
、
近
代
の
西
有
穆
山
（
一
八
二
一
〜
一
九
一
〇
、
大
本
山
總
持
寺

独
住
第
三
世
）
が
自
身
の

傳
戒
會
裏
閑
話

で
、
書
名
等
を
示
さ
な
い
ま

ま
引
用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
写
本

金
剛
集
録

に
収
録
さ
れ
た

戒
壇
指
南

の
翻
刻
資
料
を
附
録
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
ま
た
、
近
世
以
降
の

洞
門
授
戒
会
の
原
型
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

大
乘
寺
式
授
戒
会
作
法

に

つ
い
て
、
そ
の
復
元
を
模
索
し
た
い
。

　

本
研
究
は
、
筆
者
所
持
の
明
治
期
写
本

金
剛
集
録

に
収
録
さ
れ
た

戒
壇
指
南

に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
当
該
写
本
の
書
誌
情
報
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
　

一
、
冊
数　

一
冊

　
　

一
、
料
紙　

楮
紙

　
　

一
、
大
き
さ　

縦
・
㎝

横
・
㎝

　
　

一
、
装
丁　

袋
綴

　
　

一
、
題
目　

外
題　

金
剛
集
録

　
　
　
　
　
　
　

内
容　

傳
戒
會
裏
閑
話
〈
明
治
廿
七
年
記
〉
有
安
老
人
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
戒
問
答
・
禅
戒
問
答
續

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
王
授
戒
作
法
・
梵
網
経
古
迹
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戒
壇
指
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
師
御
行
状
略
誌
〈
佛
法
房
ハ
於
深
草
之
房
号

也
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
法
眼
藏
玄
談
科
釈
・
校
閲
正
法
眼
藏
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
桂
不
知
正
（
法
の
脱
字
）
眼
藏
之
由
来
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坐
禅
撰
・
金
龍
軒
問
答

　
　

一
、
枚
数　

本
文　

九
三
丁

　
　

一
、
行
字
数　

毎
葉
一
〇
行　

毎
行
一
六
〜
二
〇
字

　
　

一
、
書
写
年　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

　
　

一
、
筆
記
者　

小
子
童
龍
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一
、
所
蔵
者　
（
旧
蔵
）
不
明
（
表
紙
に

古
川
藏
書

と
あ
る
が
詳

細
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
在
）
菅
原
研
州

　

当
写
本
は
、
明
治
三
〇
年
四
月
と
秋
に
童
龍
（
永
平
寺
六
〇
世
・
臥
雲
童

龍
﹇
一
七
九
六
〜
一
八
七
〇
﹈
と
は
別
人
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
。
な

お
、
天
桂
不
知
正
法
眼
蔵
之
由
来
事

の
冒
頭
に
、
此
書
ノ
意
依
面
山
和

尚
闢
邪
訣　

穆
山
和
尚
真（
）筆

と
あ
っ
て
西
有
穆
山
自
身
の
書
き
込
み
な
ど

を
受
け
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
本
書
全
体
が
西
有
穆
山
の
直
筆
本
か
ら
の
、

直
接
か
間
接
の
書
写
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
曹
全

禅

戒

に
収
録
さ
れ
る
一
丈
玄
長

禅
戒
問
答

の
底
本
で
あ
る
静
岡
県
正
泉

寺
所
蔵
写
本
と
奥
書
が
一
致
し
、
同
類
の
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

当
写
本
の
全
体
は
、
二
本
の
写
本
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
通

り
判
断
す
る
理
由
と
し
て
、
当
写
本
の
筆
記
者
に
よ
る
奥
書
は
二
箇
所
確
認

さ
れ
、
ま
ず
は

戒
壇
指
南

に
続
い
て

明
治
三
十
歳
四
月
吉
辰　

小
子

童
龍
謹（
）冩

と
あ
り
、
更
に
巻
尾
の

金
龍
軒
問
答

に
続
い
て

明
治
三

十
歳
〈
丁
酉
〉
秋
日　

龍
杜
夛
謹（
）冩

と
あ
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
明

治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
四
月
と
秋
と
二
回
に
分
け
て
書
写
さ
れ
た
こ
と

が
理
解
出
来
る
。
更
に
、
内
容
か
ら
も
、
前
半
は
西
有
自
身
の
戒
学
参
究
に

関
す
る
内
容
で
あ
り
、
後
者
は

正
法
眼
蔵

と
坐
禅
、
或
い
は
洞
門
の
宗

旨
に
係
る
内
容
と
、
明
確
に
二
分
化
さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
で
は
、
当
写
本
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
特
に
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、

各
文
献
の
解
題
を
挙
げ
て
お
く
。

①
傳
戒
會
裏
閑
話
〈
明
治
廿
七
年
記
〉
有
安
老
人
述

　

有
安
老
人
と
あ
る
通
り
、
西
有
穆
山
に
よ
っ
て
明
治
二
七
年
（
一
八
九

四
）
に
提
唱
さ
れ
た
、
伝
戒
会
（
授
戒
会
）
に
因
ん
だ
禅
戒
論
で
あ
る
。
本

書
の
詳
細
も
、
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
内
容
を
略
述
す

れ
ば
、
前
半
は
伝
戒
会
の
作
法
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
、
後
半
は
特

に
洞
門
の
菩
薩
戒
に
お
け
る

戒
体

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
特
に
伝
戒
会
作
法
に
因
ん
で
、
当
写
本
収
録
の

戒
壇
指
南

か
ら

懺
悔
法

捨
身
法

な
ど
を
参
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
西
有
は

乙

堂
和
尚
ノ
口
訣
ニ
ハ

乙
堂
和
尚
云
ク

等
と
表（
）記さ

れ
て
お
り
、
戒
壇

指
南

を
乙
堂
の
著
作
だ
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
禅
戒
問
答
・
禅
戒
問
答
續

　

曹
洞
宗
全
書

禅
戒

に
収
録
さ
れ
る
一
丈
玄
長

禅
戒
問
答

と
同

一
の
内
容
と
思
わ
れ
る
写
本
で
あ
る
。
当
写
本
収
録
の
本
書
の
奥
書
に
は

鳳
仙
乙
堂
云

と
あ
っ
て
、
乙
堂
が
本
書
を
評
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
が
、
評
論
が
実
際
に
行
わ
れ
た
か
は
、
ま
だ
当
該
の
原
本
等
が

未
発
見
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
乙
堂
の
奥
書
に
は

宝
暦

六
丙
子
開
日
之
四
五
日
前
タ
ル（
）也

と
あ
っ
て
、
こ
の
日
時
の
表
記
に
つ
い

て
曖
昧
な
点
が
残
る
が
、
今
回
、
戒
壇
指
南

本
文
及
び
そ
の
奥
書
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
開
日

と
は

開
戒
日

の
意
図
で
あ
っ
た
可

能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
同
年
の
冬
に
乙
堂
は
自
身
が
住
持

を
務
め
て
い
た
桐
生
山
鳳
仙
寺
（
現
在
の
群
馬
県
桐
生
市
内
に
所
在
）
で
開

戒
会
（
授
戒
会
）
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
直
前
に
本
書
の
参
究
を
終
え
、
お

そ
ら
く
は
説
戒
な
ど
に
備
え
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
及
び
③

国
王
授
戒
作

法

④

梵
網
経
古
迹
記

⑤

戒
壇
指
南

は
乙
堂
自
身
の
戒
学
へ
の
参



乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

究
や
、
そ
の
成
果
を
示
し
て
い
る
。

　

上
記
の
こ
と
か
ら
、
乙
堂
に
係
る
手
沢
本
が
鳳
仙
寺
山
内
に
あ
り
、
そ
れ

を
西
有
が
書
写
・
参
究
し
た
も
の
と
拝
察
さ
れ
る
。

③
国
王
授
戒
作
法

　

本
文
書
は
切
紙
の
一
種
と
し
て
宗
派
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
当
写
本

に
収
録
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
国
王
付
授
血
脈

切

紙
も
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
②

禅
戒
問
答

も
含
め
て
、
こ
れ
ら
が
乙
堂
に

よ
る
開
戒
会
の
準
備
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
文
書
が
収
録
さ
れ
た
の
は
、
鳳

仙
寺
の
当
時
の
大
檀
那
に
対
し
て
授
戒
を
行
う
た
め
の
作
法
を
確
認
さ
れ
た

も
の
と
も
推
測
可
能
で
あ
ろ
う
。

④
梵
網
経
古
迹
記

　

奥
書
が
無
い
た
め
来
歴
等
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
乙
堂
自
身
の

梵

網
経

参
究
経
緯
を
示
す
文
書
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
太
賢
に
よ
る

梵

網
経
古
迹
記

本
文
へ
の
註
釈
な
ど
で
は
な
く
、
乙
堂
と
同
時
代
、
ど
の
よ

う
に

梵
網
経

が
学
ば
れ
て
い
た
か
を
記
録
し
た
内
容
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
従
来
、
梵
網
経

の
講
義
な
ど
に

梵
網
経
古
迹
記

が
用
い
ら

れ
、
そ
の
末
疏
ま
で
多
く
成
立
し
た
が
、
鳳
潭
（
一
六
五
四
〜
一
七
三
八
）

以
降
は

法
戒（
）疏

を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
も
乙
堂
と
鳳
潭
と
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る
見
解
が
権
田

雷
斧
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ（
）たが

、
そ
の
根
拠
の
一
つ
が
本
文
書
で
あ
っ
た
可

能
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

⑤
戒
壇
指
南

　

奥
書
に

宝
暦
六
〈
丙
子
〉
冬
於
桐
生
山
開
戒
之
瑁
使
小
師
求
賢
長
老
冩

之
也　

乙
堂
花（
）押

と
あ
っ
て
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
冬
に
、
桐
生
山

鳳
仙
寺
で
開
戒
会
（
授
戒
会
）
を
実
施
し
た
経
緯
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
上

で
、
乙
堂
は
法
嗣
の
求
賢
則
聖
（
保
寿
寺
一
一（
）世、

同
寺
は
神
奈
川
県
小
田

原
市
に
所
在
）
に
、
本
書
を
書
写
さ
せ
た
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
年
ま
で
に

は
成
立
し
て
い
た
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の

奥
書
の
記
述
の
み
で
は
、
著
者
の
確
定
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
西
有
は
本
書
を
、
乙
堂
自
身
の
口
訣
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
写

本
の
様
子
な
ど
か
ら
判
断
さ
れ
た
も
の
か
。

　

本
書
の
著
者
の
推
定
も
含
め
て
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
概
し
て
は

開
戒
会
（
授
戒
会
）
の
加
行
作
法
を
記
し
た
文
献
で
あ
る
。
戒
壇
指

南

と
い
う
題
の
通
り
、
開
戒
会
の
戒
壇
作
法
を
取
り
仕
切
る
直
壇
寮
及
び

各
加
行
中
の
進
退
に
関
わ
る
各
配
役
向
け
の
内
容
で
は
あ
る
が
、
授
戒
道

場

に
つ
い
て
は
略
記
さ
れ
て
い
る
。
道
場
作
法
は
戒
師
の
室
中
に
属
す
る

と
判
断
さ
れ
た
も
の
か
。

　

ま
た
、
従
来
、
授
戒
会
関
係
の
作
法
書
と
し
て
実
施
年
次
最
古
と
さ
れ
て

き
た
指
月
慧
印

開
戒
会
焼
香
侍
者
指
揮

と
同
様
、
加
行
全
体
へ
の
指
南

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
奥
書
の
年
次
が
正
し
け
れ
ば
、
本
書
が
実
施

年
次
が
知
ら
れ
る
最
も
古
い
授
戒
会
作
法
書
と
な
る
。

　

前
項
⑤
で
論
じ
た
よ
う
に
、
本
書
は
直
ち
に
乙
堂
の
著
作
・
口
訣
で
あ
る

と
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
乙
堂
自
身
に
戒
学
参
究
の
意
志
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
前
項
②
の
通
り
、
一
丈

禅
戒
問
答

奥
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
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り
、
ま
た
、
乙
堂
の
本
師
で
あ
る
隠
之
道
顕
（
一
六
六
三
〜
一
七
二
九
、
卍

山
道
白
の
資
）
は
、
そ
の
語
録
な
ど
か
ら
生
前
中
に
何
度
も
授
戒
会
の
戒
師

を
務
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）

（
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
法
嗣
で
あ
る
乙
堂

が
隠
之
の
授
戒
会
に
随
喜
し
、
特
に
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
五
）

門
下
に
伝
承
さ
れ
た
作
法
の
口
訣
を
伝
え
て
い
た
と
し
て
も
、
全
く
不
思
議

で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
従
来
、
授
戒
会
に
関
す
る
口
訣
等
に
つ
い
て
、
卍
山
の
法
孫
達

の
記
録
は
、
時
代
的
に
下
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
文
献
が
知
ら
れ
た
程
度

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
授
戒
会
作
法
書
で
年
代
が
確
認
出
来
る
限
り
で
現

存
最
古
と
さ
れ
た
の
は
、
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
に
成
立
し
た
と
伝
わ

る
指
月
慧
印
（
一
六
八
九

－

一
七
六
四
）
提
唱
の

開
戒
会
焼
香
侍
者
指
揮

（
以
下
、
指
月

開
戒
会

と
略
）

（
記
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
指
月
は
大
乘
寺

三
三
世
・
智
灯
照
玄
（
一
六
六
五
〜
一
七
三
九
、
卍
山
の
資
）
に
参
じ
た
と

も
さ
れ
る
た
め
、
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
を
伝
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
度
、
明
ら
か
に
卍
山
系
に
属
す
る

戒
壇
指
南

が
確

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
容
の
比
較
対
照
な
ど
を
経
る
こ
と
で
、
指

月
の
作
法
書
に
つ
い
て
も
大
乘
寺
系
の
内
容
と
齟
齬
が
な
い
か
確
認
可
能
と

な
っ
た
。

　

更
に
、
大
乘
寺
系
の
作
法
書
と
し
て
既
知
の

授
戒
会
侍
者
曁
直
壇
指
南

（
以
下
、
授
戒
会
侍
者

と
略
）

（
記
）
及
び
冒
頭
の

引

に

大
乘
侍
局

幻
寓
子
識

の
署
名
が
見
え
、
大
乘
寺
山
内
に
伝
承
さ
れ
た

禅
門
大
戒
直

壇
指
南
（
以
下
、
直
壇
指
南

と
略
記
）
（
続
曹
全

清
規

所
収
）

と
の
同
異
点
に
も
注
目
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
以
下
に
は
幾
つ
か
の
項
目
を
検
討
し
な
が
ら
、
戒
壇
指
南

以
外
の
作
法
書
と
の
対
照
も
進
め
た
い
。

①
加
行
日
鑑
に
つ
い
て

　

本
書
で
は
、
明
確
に

七
日
加
行

と
提
示
さ
れ
、
現
行
と
同
じ
く
一
般

的
な
加
行
日
数
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
詳
細
を
見
て
い
く
と
異
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
加
行
中
の
諸
行
持
も
含
め
て
日
鑑
を
示
し
て
み
た
い
。

　

加
行
前
一
日
・
加
行
に
入
る
前
日
に
な
る
が
、
授
戒
会
の
道
場
が
設
置
さ

れ
る
寺
院
内
外
の
戒
弟
（
戒
子
）
を
、
直
壇
寮
が
引
き
連
れ
て
侍
者
寮
へ
趣

い
て
礼
拝
を
行
う
。
礼
拝
後
、
方
丈
に
入
り
、
戒
師
（
和
尚
）
は
加
行
や
懴

悔
の
用
心
に
つ
い
て
垂
誡
を
示
す
。
そ
し
て
、
方
丈
を
出
た
ら
、
副
寺
・
侍

者
・
典
座
の
三
役
を
礼
拝
し
、
ま
た
教
授
師
へ
も
礼
拝
し
、
直
壇
へ
も
礼
拝

す
る
。
な
お
、
こ
れ
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

に
見
え
る

請
拝

に

は
該
当
せ
ず
、
お
そ
ら
く
は
、
各
配
役
へ
の
事
前
の
挨
拶
と
い
っ
た
位
置
づ

け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
書
の
傍
註
で
は
、
何
度
も
礼
拝
す
る

こ
と
の
煩
雑
さ
を
理
由
に
、
こ
の
一
回
で
請
拝
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
も
提

案
し
て
い
る
。

　

一
日
目
・
朝
課
罷
に
戒
師
が
巡
堂
し
て
い
る
間
に
、
戒
弟
は
坐
禅
堂
に
入

り
役
寮
へ
の
礼
拝
を
行
う
。
更
に
、
堂
内
で
喫
粥
し
た
後
、
帰
堂
す
る
際
に

は
出
堂
の
拝
も
行
う
。

　

粥
罷
に
は
剃
髪
・
沐
浴
し
て
、
加
行
道
場
の
荘
厳
を
行
う
こ
と
で
、
七
日

加
行
の
開
始
と
な
る
。
こ
の
荘
厳
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は

佛
祖
神
ノ
三



乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

牌

を
拝
請
し
、
壇
上
に
安
置
し
、
ロ
ウ
ソ
ク
や
菓
子
な
ど
も
供
え
る
。

　

ま
た
、
三
時
の
諷
経
（
念
経
）
を
実
施
す
る
。

　

そ
れ
以
外
に
、
各
行
持
の
合
間
に
行
う
た
め
具
体
的
な
時
間
は
定
め
て
い

な
い
が
、
毎
日
の
昼
夜
、
一
二
〜
一
三
座
ほ
ど

三
千
仏
名

へ
の
礼
拝
を

行
う
。
ま
た
、
暁
天
の
始
め
（
夜
間
の
終
わ
り
）
に

仏
祖
礼

を
行
う
。

毎
朝
、
洒
水
の
み
の

浄
道
場

を
行
う
。

　

二
日
目
〜
四
日
目
・
二
日
三
日
四
日
加
行
如
初
日

と
し
、
略
記
さ
れ

て
い
る
。

　

五
日
目
・
昼
夜
の
加
行
は
四
日
目
ま
で
と
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
夜
間

に
懴
悔
（
懴
悔
道
場
）
を
行
う
。

　

六
日
目
・
昼
夜
の
加
行
は
四
日
目
ま
で
と
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
戒

（
伝
戒
道
場
）
を
行
う
。

　

七
日
目
・
朝
か
ら
昼
間
で
の
加
行
は
四
日
目
ま
で
と
同
じ
だ
と
思
わ
れ
、

同
日
晩
間
の
定
鐘
罷
に
授
戒
（
授
戒
道
場
）
を
行
う
。
な
お
、
本
書
で
は

加
行

と
い
う
用
語
の
適
用
に
つ
い
て
、
同
日
の
飯
（
昼
食
）
後
に
行
う

仏
祖
礼
終
了
で
も
っ
て

加
行
満
散

と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
書
の
内

容
は
八
日
目
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
同
日
の
行
持
は

加
行

に
入
っ
て

お
ら
ず
、
授
戒
の
道
場
を
啓
建
す
る
ま
で
の
準
備
と
し
て
の

七
日
加
行

と
い
う
語
句
と
の
齟
齬
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

八
日
目
・
朝
課
罷
に
戒
弟
は
戒
師
や
教
授
師
、
諸
配
役
へ
の
謝
礼
・
謝
誼

納
金
な
ど
を
行
う
。

　

以
上
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
本
書
に
お
け
る
加
行
日
鑑
の
特
徴
を
ま
と
め
つ

つ
、
他
の
作
法
書
と
の
比
較
を
行
い
た
い
。

ア
・
七
日
加
行

を
示
す
が
、
実
態
と
し
て
は
前
一
日
と
後
一
日
を
加

え
、
全
体
で
は
九
日
間
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
既
に
論
じ
た
よ
う

に
、
加
行
満
散

は
七
日
目
の
飯
後
の
仏
祖
礼
ま
で
と
し
て
い
る
。

授
戒
会
侍
者

で
は

七
日
加
行

に
後
一
日
を
加
え
、
全
体
で
は

八
日
間
と
し
て
い
る
が
、
内
容
は
本
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
記
述
と
し
て

は
本
書
よ
り
も
全
体
的
に
詳
し
い
。
ま
た
、
直
壇
指
南

は
前
一

日
・
後
一
日
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
書
と
同
じ
日
鑑
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

な
お
、
指
月

開
戒
会

で
は
全
体
で
七
日
間
に
収
め
る
が
、
前
一

日
を
戒
弟
到
着
日
と
し
て
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
六
日
目

上
午
ニ
ハ

佛
祖
宗
禮
ニ
テ
滿
）

（
散

と
し
て
、
仏
祖
礼
で

加
行

の
満
了
を
示

し
、
そ
の
後
は
授
戒
道
場
の
荘
厳
へ
と
進
む
点
は
本
書
な
ど
と
同
じ
で

あ
る
。

イ
・
道
場
の
設
置
に
つ
い
て
、
本
書
に
お
け
る
五
日
目
の
懺
悔
道
場
、
六
日

目
の
伝
戒
道
場
、
七
日
目
の
授
戒
道
場
と
す
る
方
法
は

授
戒
会
侍

者

に
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
直
壇
指
南

で
は
、
四
日
目
を
懺
悔

道
場
、
五
日
目
を
伝
戒
道
場
、
六
日
目
に
伝
法
道
場
、
七
日
目
の
授
戒

道
場
と
あ
っ
て
、
伝
法
道
場

が
入
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
的
に
相

違
し
て
い
る
。

　
　
　

指
月

開
戒
会

で
は
四
日
目
を
懺
悔
道
場
、
五
日
目
を
伝
戒
道
場

（
た
だ
し
、
伝
戒
が
無
い
場
合
は
、
懺
悔
道
場
は
五
日
目
）、
六
日
目
を

授
戒
道
場
と
し
、
七
日
目
に
は
授
戒
会
全
体
が
終
わ
る
よ
う
に
し
て
い
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る
。
よ
っ
て
、
授
戒
会
侍
者

が
最
も
本
書
と
近
い
。

　
　
　

日
程
に
つ
い
て
、
本
書
で
は

七
日
授
戒
此
レ
タ
ヽ
一
等
ノ
日
限

ナ
リ
但
シ
戒
師
ノ
指
揮
ニ
依
リ
時
ノ
宜
キ
ヲ
行
ス
ベ
シ

と
し
て
お

り
、
や
や
文
意
不
明
な
点
を
残
す
。
し
か
し
、
授
戒
会
侍
者

で
は

凡
ソ
受
戒
ノ
日
限
、
第
五
夜
懺
悔
、
六
夜
傳
戒
、
七
夜
登
壇
、
是
一

途
ノ
日
限
ナ
リ
、
但
シ
戒
師
ノ
指
揮
ニ
隨
テ
時
ノ
宜
キ
ヲ
行
ズ
ベ
シ
、

若
シ
傳
戒
ナ
キ
ト
キ
ハ
第
六
夜
懺
悔
ナ
）

（
リ

と
し
て
、
本
書
と
同
じ
立

場
な
が
ら
、
よ
り
詳
細
な
説
示
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た

直
壇
指

南

で
も
本
書
と
ほ
ぼ
同
様
の
表
現
で
、
戒
師
に
よ
り
そ
の

日
限

を
定
め
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

ウ
・
説
戒
と
完
戒
上
堂
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
両
方
と
も
不
明
で
あ
る
。
た

だ
し
、
加
行
前
一
日
に
和
尚
か
ら

加
行
ノ
内
二
三

モ
垂
誡
有
ル
ベ

キ

と
し
、
こ
れ
が
実
質
的
な

説
戒

を
意
味
し
て
い
た
も
の
か
。

ま
た
、
完
戒
上
堂
に
つ
い
て
は
一
切
の
記
載
が
無
い
。
た
だ
し
、
乙
堂

の
本
師
で
あ
る
隠
之
道
顕
は
複
数
回
の
完
戒
上
堂
（
完
戒
陞
座
）
等
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
上
堂
は
あ
く
ま
で
も
上
堂
で
あ
り
、
授
戒
会
の

作
法
に
直
接
含
め
て
い
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
傍

証
と
し
て
、
授
戒
会
侍
者

で
も
完
戒
上
堂
へ
の
記
載
は
見
え
ず
、

同
書
の
加
行
日
鑑
で
も
最
終
日
は

謝
拝

上
供
諷
経

乞
暇
拝

等
）

（

で
あ
り
、
上
堂
の
実
施
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
な
お
、
説
戒

に
つ
い
て
は
複
数
の
口
訣
が
見
ら
れ
る
。
直
壇
指
南

で
は

説

戒

も

完
戒
上
堂

も
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　

一
方
、
指
月

開
戒
会

は
説
戒
及
び
完
戒
上
堂
へ
の
詳
細
な
る
作

法
が
見
ら
れ
る
。

エ
・
伝
戒
と
受
戒
に
つ
い
て
、
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
）

（
る
こ
と
だ

が
、
江
戸
時
代
に
構
築
さ
れ
た
授
戒
会
作
法
で
は
、
出
家
二
衆
へ
の
伝

戒
と
、
四
衆
へ
の
受
戒
と
を
一
会
の
中
で
別
個
に
行
っ
て
い
た
。
本
書

で
も
、
伝
戒
と
受
戒
と
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
方
法
は
、
一
例

と
し
て
万
仭
道
坦

洞
上
伝
戒
弁
（
宝
暦
一
一
年
﹇
一
七
六
一
﹈
正

月
に
成
立
）
の
段
階
で
、
法
系
の
混
乱
に
繋
が
る
可
能
性
が
危
）

（
惧
さ
れ

る
な
ど
し
、
江
戸
時
代
末
期
に
編
集
さ
れ
た
授
戒
会
作
法
書
で
は
、
授

戒
の
重
要
性
が
増
し
た
影
響
か
、
伝
戒
を
併
催
す
る
こ
と
を
批
判
す
る

見
解
も
出
さ
れ
）

（
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
授
戒
会
作
法
が
成
立
し

て
か
ら
間
も
な
い
本
書
の
段
階
で
は
、
ま
だ
伝
戒
を
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
授
戒
会
侍
者

で
は
本
書
と
同
じ
道

場
の
設
置
順
と
な
っ
て
い
る
が
、
直
壇
指
南

で
六
日
目
に
伝
法
道

場
が
入
る
こ
と
で
、
懺
悔
道
場
・
伝
戒
道
場
が
一
日
早
ま
る
な
ど
の
違

い
が
あ
る
。
こ
れ
は
戒
師
（
或
い
は
伝
法
を
行
う
嗣
法
師
）
に
よ
る
判

断
に
基
づ
く
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
伝
法

道
場

の
導
入
が

直
壇
指
南

の
み
見
ら
れ
る
こ
と
を
思
う
時
、
お

そ
ら
く
、
よ
り
原
初
的
な
姿
を
留
め
て
い
る
の
は
本
書
で
あ
る
と
も
推

定
出
来
よ
う
。

②
各
種
道
場
に
つ
い
て

　

現
行
の
授
戒
会
差
定
で
は
、
五
日
目
に
懺
悔
道
場
、
六
日
目
に
教
授
道

場
・
正
授
道
場
が
実
施
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
文
書
で
は
既
に
述
べ
た
通
り



乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

で
、
五
日
目
に
懺
悔
道
場
、
六
日
目
に
伝
戒
道
場
、
七
日
目
に
授
戒
道
場
と

な
る
。
し
か
し
、
伝
戒
道
場
・
授
戒
道
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
を
論
じ

て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
作
法
書
と
し
て

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

が

存
在
し
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
と
推
定
で
き
よ
う
。
た

だ
し
、
拙
）

（
論
で
も
論
じ
た
通
り
、
現
行
の
正
授
道
場
は
、
本
来
、
一
人
を
相

手
に
行
っ
た
で
あ
ろ
う

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

を
、
多
数
に
授
戒
可
能

な
よ
う
に
拡
張
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
変
方
法
に
は
注
目
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
本
書
で
は
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
同
系
統
で
あ
り
な

が
ら
、
道
場
を
論
じ
た

授
戒
会
侍
者

に
そ
の
説
明
を
求
め
る
べ
き
だ
と

い
え
よ
う
。

　

よ
っ
て
、
正
授
道
場
・
授
戒
道
場
は
擱
い
て
お
き
、
以
下
に
は
詳
細
な
作

法
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
後
に
西
有
に
も
参
照
さ
れ
た

懺
悔
道
場

及
び

捨
身
供
養

作
法
を
論
じ
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
従
来
よ
り
特
徴
的
で

あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
指
月

開
戒
会

と
、
他
に

授
戒
会
侍
者

直

壇
指
南

と
対
照
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
本
書
の

懺
悔
道
場

の
特
徴
だ
が
、
い
わ
ゆ
る

対
首
懺
悔

と
呼
）

（
称
さ
れ
る
作
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
代
も
用
い
ら
れ
る

小
罪
無

量

札
な
ど
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
懺
悔
帳
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戒
弟
が

述
べ
た
罪
状
を
記
載
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
戒
弟
各
位
の
大
罪
が

無
い
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
小
罪
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
さ
せ
る
手
順
は
、

本
書
及
び

授
戒
会
侍
者

直
壇
指
南

に
共
通
す
る
（
作
法
に
対
す
る

口
訣
の
詳
細
は
若
干
相
違
す
る
）。
ま
た
、
そ
の
際
に

大
）

（
罪

を
持
っ
て

い
た
者
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、
詳
細
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
特
別
な
懺
悔
を

さ
せ
る
、
ま
た
は
受
戒
を
許
さ
な
い
、
或
い
は
公
儀
に
通
報
す
る
、
等
の
措

置
が
執
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
本
書
で
は
詳
細
は
不
明
だ
が
、

授
戒
会
侍
者

で
は
懺
悔
道
場
罷
に
、
加
行
道
場
の

佛
祖
神
ノ
三
牌

の
前
で
、
戒
師
・
教
授
師
の
二
師
に
よ
っ
て
懺
悔
帳
が
焼
却
さ
れ
、
直
壇

指
南

で
は
、
授
戒
道
場
の
教
授
道
場
に
お
い
て
教
授
師
に
よ
っ
て
焼
却
さ

れ
る
と
い
っ
た
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

指
月

開
戒
会

で
は
一
人
一
人
に
罪
状
を
述
べ
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
罪

の
大
小
は
問
わ
ず
、
懺
悔
帳
は
懺
悔
道
場
後
に
戒
師
に
よ
っ
て
焼
却
さ
れ

る
、
等
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

③
捨
身
供
養
に
つ
い
て

　

洞
門
授
戒
会
に
お
け
る
捨
身
供
養
は
、
そ
の
危
険
性
な
ど
か
ら
、
明
治
時

代
に
入
る
と
曹
洞
宗
務
局
の
指
導
に
よ
っ
て
、
た
だ
戒
弟
各
位
が
焼
香
を
行

う
の
み
と
な
っ
）

（
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
ま
で
は
戒
弟
自
身
の
頭
頂
部
、
或

い
は
臂
な
ど
で
香
を
焚
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
火
傷
を
す
る
こ
と
で
捨
身
供

養
を
成
立
さ
せ
て
お
り
、
痛
み
を
伴
う
行
法
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
点
、
本
書
で
は

其
上
ニ
云
ク
今
晩
捨
身
當
山
ノ
䂓
矩
ニ
ア
ラ
ザ
レ

バ
勧
ム
ル
ニ
非
ス
然
レ

深
ク
大
望
有
ル
人
ハ
強
テ
制
止
ス
ル
ニ
モ
非
ス

と
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
捨
身
供
養
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
深
く
大
望
す
る
人
に
は
強
い
て
止
め
さ
せ
る
こ
と
は
無
い
と
し
て
お

り
、
一
応
ま
で
に
捨
身
供
養
の
際
の
作
法
も
書
か
れ
、
同
戒
ノ
兄
弟
観
音

寳
号
ヲ
唱
テ
捨
身
ノ
人
ヲ
右

ス
ヘ
シ

と
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
最
も
近
い
の
は

直
壇
指
南

で
あ
り
、
捨
身
へ
の
立
場
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や
作
法
の
内
容
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
一
方
で

授
戒
会
侍
者

で
は
、
捨

身
供
養
を
他
派
の
戒
）

（
儀
に
依
拠
し
て
仮
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
し
つ
つ
、

梵
網
経

第
十
六
軽
）

（
戒

を
参
照
し
て

身
臂
指

を
焼
い
て
仏
を
供
養

し
な
け
れ
ば
、
受
戒
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
し
、
更
に
永
平
道
元

教

授
戒
文

か
ら

授
受
戒
文
ニ
云
、
同
道
同
法
同
證
同
行
ノ
垂
）

（
範

と
し
て

戒
弟
中
に
捨
身
香
を
焼
く
者
、
焼
か
ざ
る
者
の
相
違
が
出
る
こ
と
を
批
判
し

た
。
つ
ま
り
、
戒
弟
の
一
人
も
残
ら
ず
捨
身
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
本
書
及
び

直
壇
指
南

と
は
異
な
り
、
頭
香

な
ど
の

作
法
の
詳
細
を
記
し
て
い
る
。

　

指
月

開
戒
会

で
は
、
希
望
者
へ
の
捨
身
供
養
を
積
極
的
に
勧
め
て
お

り
、
本
書
な
ど
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
乘
寺

式
授
戒
会
作
法
を
考
察
す
る
際
に
は
、
各
作
法
書
で
の
同
異
点
を
慎
重
に
論

ず
べ
き
こ
と
と
、
指
月

開
戒
会

は
独
自
の
作
法
が
見
ら
れ
る
た
め
、
外

し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
が
理
解
出
来
た
。

　

近
代
以
降
の
曹
洞
宗
の
授
戒
会
作
法
は
、
江
戸
時
代
ま
で
各
地
で
行
わ
れ

て
い
た
授
戒
会
作
法
の
影
響
を
受
け
つ
つ
展
開
し
、
い
わ
ゆ
る

七
日
加

行

な
ど
の
形
式
が
確
定
し
た
様
子
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
で
、
近

世
の
授
戒
会
（
禅
戒
会
・
開
戒
会
）
は
大
乘
寺
二
六
世
・
月
舟
宗
胡
（
一
六

一
八
〜
一
六
九
六
）
が
復
興
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
乙
堂

戒

壇
指
南

及
び

直
壇
指
南

授
戒
会
侍
者

を
概
観
す
る
と
、
近
代
以

降
の
授
戒
会
作
法
と
の
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。

　

更
に
、
前
項
で
検
討
し
た
通
り
、
乙
堂

戒
壇
指
南

を
中
心
に
、
直

壇
指
南

授
戒
会
侍
者

及
び
指
月

開
戒
会

を
見
て
み
る
と
、
大
乘

寺
に
関
わ
る
授
戒
会
作
法
書
と
、
指
月

開
戒
会

と
で
は
相
違
点
が
際
立

つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
既
に
論
じ
た
通
り
、
本
書
で
は

捨
身
供
養

を
積
極
的
に
行
わ

な
い
こ
と
を

當
山
ノ
䂓
矩
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ

と
し
て
い
る
。
問
題
は
こ
の

當
山

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
、
西
有
な
ど
は
こ
の
箇
所
を
引
用
し
つ

つ
、
乙
堂
が
住
し
て
い
た
鳳
仙
寺
の
規
矩
だ
と
判
断
し
た
よ
う
だ
が
（
傳

戒
會
裏
閑
話

参
照
）、
直
壇
指
南

で
も

當
山
ノ
一
□（
脱
字
）□

ニ
ア
ラ
ザ

レ
）

（
バ

と
あ
っ
て
、
同
じ
趣
旨
の
文
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

當
山

と
は
、
鳳
仙
寺
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
（
た
だ
し
、
乙
堂
が

授
戒
会
を
開
く
際
に
、
鳳
仙
寺
に
も
適
用
さ
せ
た
と
い
う
判
断
自
体
は
可

能
）、
元
々
の
作
法
が
構
築
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

大
乘
寺

を
指
し
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
で
、
こ
こ
か
ら

大
乘
寺
式
授
戒
会
作
法

と
名
付
け
て
も

良
い
作
法
が
実
在
し
た
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
度
構
築
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
後
、
近
世
・
近
代
を
通
し
て
同
作
法
を
改
変
し
て
行
い
、
現
代
で

も
そ
の
影
響
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
度
、
戒
壇
指
南

等
三
本
の
作
法
書
が
揃
っ
た
た
め
、
大
乘
寺
式

授
戒
会
作
法

の
原
初
形
態
の
復
元
を
試
み
た
い
。
以
下
に
は
、
作
法
を
特

徴
付
け
る
用
語
を
挙
げ
つ
つ
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
洞
門
で
禅
戒
会
を
復
興

し
た
の
が
月
舟
宗
胡
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
孫
達
が
伝
え
た
作
法

は
、
洞
門
で
最
初
に
確
立
さ
れ
た

七
日
加
行

で
あ
り
、
そ
れ
と
黄
檗
派

の

弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

を
比
較
す
る
こ
と
は
、
両
宗
派
の
戒
会
作



乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

法
の
違
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
以
下
の
議
論
に
加
え
て
お
き

た
い
。

①

結
縁
未
曽
有
ノ
拜

に
つ
い
て

　

戒
壇
指
南

及
び

直
壇
指
南

に
お
い
て
、
七
日
加
行
の
前
一
日
に

行
わ
れ
る
礼
拝
で
あ
る
。
戒
師
な
ど
を
始
め
、
諸
寮
に
挨
拶
し
礼
拝
し
た
後

で
、
最
後
ニ
屏
喋
ニ
就
テ
同
戒
ノ
兄
弟
互
ニ
結
縁
未
曽
有
ノ
拜
有
ル

可
）

（
シ

と
あ
る
通
り
で
、
同
じ
戒
会
に
就
く
戒
弟
同
士
で
行
っ
た
礼
拝
を
指

す
。

　

な
お
、
授
戒
会
侍
者

で
は
こ
の
作
法
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
直

壇
寮
向
け
と
お
ぼ
し
き
指
示
に
、
加
行
に
入
る
前
の
日
付
で
準
備
を
促
し
、

戒
弟
の
迎
え
入
れ
な
ど
も
行
う
が
、
結
縁
未
曽
有
ノ
拜

を
行
う
と
は
さ

れ
て
い
な
い
。

　

本
書
で
は
本
文
の
註
記
と
し
て
、
加
行
前
一
日
に
行
う
礼
拝
と
、
伝
戒

道
場

授
戒
道
場

の
前
に
行
わ
れ
る

請
拝

が
機
能
的
に
重
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
加
行
前
一
日
の
礼
拝
を
重
視
す
る
。
一
方
で
、

授
戒
会
を
広
く
行
う
中
で
重
複
へ
の
批
判
が
多
く
な
り
、
加
行
前
一
日
の
礼

拝
全
体
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

②

佛
祖
神
ノ
三
牌

に
つ
い
て

　

こ
の
牌
は
、
加
行
道
場
の
啓
建
に
お
い
て
拝
請
さ
れ
る
が
、
現
代
の
授
戒

会
で
は

證
戒
尊
師
十
方
三
世
諸
佛
・
三
國
傳
戒
祖
師
諸
菩
薩
・
戒
源
師
○

○
○
○
大
和
尚

得
戒
大
師
釋
迦
牟
尼
如
來
・
羯
磨
阿
闍
梨
文
殊
大
菩

薩
・
教
授
阿
闍
梨
彌
勒
大
菩
薩

現
戒
師
○
○
○
○
大
和
尚
・
護
戒
護
法

諸
天
善
神
菩
薩
・
同
學
法
侶
十
方
諸
菩
）

（
薩

で
あ
り
、
佛
祖
神
ノ
三
牌

と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
様
子
で
は
あ
る
が
、
特
に

神

の
牌
が
曖
昧
で
は

あ
る
。

　

一
方
、
授
戒
会
侍
）

（
者

で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
寺
開
山
大
和
尚　

宗
舜
開
山
大
和
尚

　

三
國
傳
燈
諸
大
和
尚　

永
平
開
山
大
和
尚
得
戒
師
堂
頭
大
和
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
寺
二
世
大
和
尚　

敎
授
師　

大
和
尚

　

本
師
釋
迦
牟
尼
佛　
　

大
聖
文
殊
菩
薩

　

華
嚴
敎
主
盧
舍
那
佛　

大
悲
觀
世
音
菩
薩

　

當
來
下
生
彌
勒
尊
佛　

大
行
普
賢
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
法
龍
天
菩
薩

　

日
本
大
小
神
祇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
山
妙
理
權
現

　

現
代
の
一
般
的
な
三
牌
の
書
式
に
比
べ
て
、
右
は

祖
師
・
仏
菩
薩
・
諸

神

と
い
う
相
違
し
た
形
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
そ
し

て
、
本
書
及
び

直
壇
指
南

で
も
、
佛
祖
神
ノ
三
牌

と
表
記
す
る
た

め
、
同
様
の
書
式
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
更
に
、
指
月

開
戒
会

に

も

迎
請
三
牌

と
あ
り
、
供
養
膳
を
捧
げ
る
対
象
に

諸
佛
ト
、
諸
祖

ト
、
護
戒
神
ト
、
代
受
牌
ト
都
テ
四
膳
ナ
）

（
リ

と
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
は

授
戒
会
侍
者

な
ど
と
共
通
し
て
い
た

佛
祖
神
ノ
三
牌

に
、
代
受

牌

を
加
え
た
四
牌
を
祀
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
佛
祖
神
ノ
三
牌

は
黄
檗
派
の

弘
戒
法
儀

で
用
い
ら
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れ
た
尊
像
と
も
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
菩
薩
戒
授
与
の
戒
）

（
壇
で

は
、
正
面
が

南
無

藏
敎
主
盧
舍
那
佛
〈
髙
座
〉

南
無
文
殊
菩
薩
爲
羯

磨
師
〈
髙
座
）

南
無
彌
勒
菩
薩
爲
敎
授
師
〈
髙
座
〉
で
、
脇
に
は

開

山
老
和
尚
爲
戒
源

優
婆
離
尊
者

十
方
諸
佛
爲
尊
證
師

十
方
菩
薩

爲
同
學
侶

南
山
澄
照
大
律
師

と
あ
っ
て
、
牌
で
は
な
く
、
仏
菩
薩
等

の
尊
像
を
祀
っ
た
。
弘
戒
法
儀

は
宇
治
の
黄
檗
山
萬
福
寺
山
内
で
行
わ

れ
る
規
模
を
持
っ
た
作
法
と
さ
）

（
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば

牌

や

軸

で
は

な
く
、
尊
像
そ
の
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
、
佛
祖
神
ノ
三
牌

は
、
黄
檗
派
と
も
現
代
と
も
異
な
る
大

乘
寺
式
授
戒
会
作
法
独
自
の
位
牌
の
書
式
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。

③
加
行
日
限
及
び
懺
悔
道
場
・
捨
身
供
養
・
完
戒
上
堂
に
つ
い
て

　

加
行
に
つ
い
て
、
そ
の
期
限
を
本
書
な
ど
で
は

日
限

と
表
記
し
て
い

る
。
こ
の

日
限

自
体
は
珍
し
い
表
現
で
は
な
い
が
、
授
戒
会
の
作
法
書

に
使
っ
た
と
い
う
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
七
日
目
に

授
戒
道
場

を
開
く
こ
と
は
本
書
を
含
め
た
三
本
に
共
通
し
て
お
り
、
指

月

開
戒
会

は
六
日
目
に
行
う
た
め
、
相
違
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
大
乘
寺
式
授
戒
会
作
法

で
は

加
行

自
体
は
七
日
間
で

あ
る
が
、
本
書
の
よ
う
に
戒
弟
が
集
合
す
る
機
会
と
し
て
の
前
一
日
を
置
く

場
合
が
あ
り
、
更
に
授
戒
道
場
の
次
の
日
、
解
散
す
る
た
め
の
加
行
後
一
日

も
要
す
る
全
八
日
、
ま
た
は
全
九
日
の
日
限
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

本
書
で
は
懺
悔
・
伝
戒
・
授
戒
の
順
番
に
道
場
を
置
く
が
、
直
壇
指

南

で
は
懺
悔
・
伝
戒
・
伝
法
・
授
戒
と
な
り
、
式
と
し
て

伝
法

が
付

加
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
場
合
に
は

懺
悔

を
四
日
目
に
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
伝
法

を
入
れ
る
こ
と
は
、
本
来
依
拠
す
る
作
法
）

（
書

や
式
そ
の
も
の
の
内
容
か
ら
し
て
も
異
質
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

直
壇
指
南

に
よ
る
独
自
の
改
変
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
で
、
本
来
の
道

場
の
設
置
は
本
書
の
通
り
だ
っ
た
と
判
断
し
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
加
行
後
一
日
の
主
た
る
目
的
は
、
戒
師
を
初
め
と
す
る
諸
配

役
に
対
し
、
戒
弟
が
謝
誼
（
受
戒
・
伝
戒
へ
の
謝
礼
）
を
献
じ
て
謝
拝
を
行

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
伝
戒
（
受
戒
）
翌
日
に
教
授
師
・
戒
師
へ
の
謝
拝
を
行

う
こ
と
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
本
来
の
作
法
に
謝
誼
の
献
納
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
懺
悔
道
場

の
本
来
の
方
法
は
既
に
論
じ
た
通
り
で
、
教
授
師

が
戒
弟
の
大
罪
・
小
罪
の
有
無
を
丁
寧
に
聞
い
て

懺
悔
帳

に
記
し
、
そ

の
内
容
を
戒
師
の
確
認
の
上
で
焼
却
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

懺
悔

帳

に
戒
弟
の
罪
を
記
す
方
法
に
つ
い
て
、
典
拠
と
な
っ
た
の
は

授
戒
日

規

初
五
下
午
審
問
遮

項
に
見
え
る

審
戒
簿

で
あ
ろ
う
。
沙
弥
に

対
し
て
具
足
戒
を
授
け
る
前
に
、
問
難
す
る
が
、
一
一
に
問
過
、
詞
を
按

じ
て
名
を
逐
て
簿
に
登
）

（
す

と
あ
っ
て
罪
の
詳
細
を
尋
ね
て
お
り
、
更
に
、

書
き
上
が
っ
た

審
戒
簿

は
方
丈
に
て
和
尚
に
呈
し
、
審
戒
の
簿
、
方

丈
閲
し
て
後
即
ち
丙
丁
を
付
）

（
す

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
焼
却
の
有
無
こ
そ

不
明
で
は
あ
る
が
、
罪
を
問
い
、
そ
れ
を
名
簿
に
記
す
様
子
な
ど
は
共
通
し

て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
大
乘
寺
式
授
戒
会
作
法
の
懺
悔
道
場
に
つ



乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

い
て

対
首
懺
悔

と
称
し
て
批
判
し
た
面
山
瑞
方
の
見
解
も
あ
る
が
、
現

段
階
で
は
黄
檗
派
の
戒
儀
を
改
変
し
て
、
大
乘
寺
式
授
戒
会
作
法
に
採
り
入

れ
た
と
見
て
お
き
た
い
。

　

懺
悔
に
続
く
捨
身
供
養
は
、
大
乘
寺
系
の
作
法
書
三
本
に
お
い
て
も
相
違

点
が
見
ら
れ
た
が
、
基
本
は

當
山
ノ
規
矩

を
立
て
つ
つ
、
行
わ
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
捨
身
供
養
を
行
う
授
戒
作
法
と
し
て
想

定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
黄
檗
派
の
戒
儀
で
あ
ろ
う
。
授
戒
日
規

初
七
下

午
問
七
遮
罪

項）
（

で
は
、
同
日
夜
の
礼
懺
の
後
、
誓
願
の
あ
る
者
は
意
に

随
っ
て
香
を
焼
き
、
三
宝
に
供
養
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
捨
身

と
い
う
用
語
や
詳
細
な
作
法
が
見
え
な
い
も
の
の
、
捨
身
供
養

と
判
断

さ
れ
る
一
節
で
あ
る
。
各
行
法
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
各
実
施
寺

院
・
戒
師
の
判
断
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
授
戒
会
侍
者

の

よ
う
に
敢
え
て
捨
身
を
行
う
場
合
も
見
ら
れ
た
。
懺
悔
道
場

と
同
様

に
、
黄
檗
派
の
戒
儀
を
改
変
し
な
が
ら
採
り
入
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
懺
悔
と
し
て
の
礼
仏
、
い
わ
ゆ
る

三
千
仏
礼
仏

の

導
入
に
つ
い
て
、
そ
の
独
自
性
の
検
証
を
し
た
か
っ
た
が
、
現
段
階
で
分

か
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
一
端
の
み
示
せ
ば
、
黄
檗
派

授
戒
日
規

で
は

八
十
八
佛

へ
の
礼
懺
が
説
か
）

（
れ
、
一
方
で
本
書
な
ど
は

三
千
仏

名
（
三
千
仏
礼
仏
）
へ
の
礼
懺
を
説
く
た
め
、
相
違
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
本
書
で
は

歎
佛

も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
段
階
で
結
論
を
報

告
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

完
戒
上
堂
は
既
に
論
じ
た
た
め
再
論
は
し
な
い
が
、
本
書
を
含
め
た
大
乘

寺
関
係
作
法
書
三
本
に
共
通
し
て
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
た
だ
し
、
本

書
を
書
写
さ
せ
た
乙
堂
喚
丑
の
本
師
・
隠
之
道
顕
に
は
、
繰
り
返
し
の
完
戒

示
衆
・
上
堂
等
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
授
戒
会
の
作
法
書
が
論
じ
る
べ

き
内
容
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
の
み
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
本
書
と
同
時
代
で
あ
る
指
月

開
戒
会

で
は
口
宣
さ
れ
て
お
り
、
上

堂
の
実
施
自
体
は
否
定
さ
れ
な
い
。

④
授
戒
道
場
へ
の
言
及

　

本
書
及
び

直
壇
指
南

で
は
、
授
戒
道
場
へ
の
口
訣
等
で
特
に
見
る
べ

き
も
の
は
な
い
。
例
外
は

授
戒
会
侍
者

で
、
教
授
道
場
か
ら
正
授
道
場

へ
の
引
込
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
更
に
、
各
道
場
に
お
け
る
作
法
も

詳
細
で
あ
る
。
教
授
道
場
も
正
授
道
場
も
、
本
来
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法

に
依
拠
し
て
実
施
さ
れ
る
が
、
同
作
法
は
基
本
、
一
人
に
対
す
る
内
容

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
戒
弟
が
数
十
人
か
ら

数
百
人
に
も
及
ん
だ
授
戒
会
の
各
道
場
を
行
う
た
め
の
改
変
は
必
須
で
あ
っ

た
。
既
に
筆
者
は
、
そ
の
改
変
の
一
端
に
つ
い
て
論
じ
）

（
た
。
今
回
採
り
上
げ

た

授
戒
会
侍
者

の
場
合
、
作
法
の
ほ
と
ん
ど
は

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作

法

に
従
う
内
容
で
、
大
き
な
改
変
は
な
い
。
た
だ
し
十
六
条
戒
を
受
け
た

後
の

登
壇

で
、
複
数
人
が
登
る
場
合
の
注
意
点
が
記
さ
れ
る
程
度
で

あ
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
三
本
の
内
容
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
授
戒
道
場
に
つ
い
て

は
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

を
基
本
に
請
拝
・
教
授
道
場
・
正
授
道
場

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
は
作
法
書
の
所
持
者
で
あ
ろ
う
戒
師
自
身
の
指
揮

に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
及
び

直
壇
指
南

で
は
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特
に
道
場
に
つ
い
て
の
口
訣
を
載
せ
な
い
が
、
そ
れ
が
作
法
書
本
来
の
様
子

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
複
数
人
へ
の
同
時
の
授
戒
を
行
う
こ
と
か
ら
、
作
法
の
一
部
改

変
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
た
め
か
、
授
戒
会
侍
者

で

は
最
小
限
の
口
訣
を
収
録
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

上
来
、
戒
壇
指
南

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
本
論
で
は
以
下
の

結
論
が
得
ら
れ
た
。

①
こ
れ
ま
で
年
次
の
判
明
し
て
い
た
授
戒
会
の
作
法
書
と
し
て
最
古
は
、
宝

暦
一
〇
年
実
施
の
指
月
慧
印

開
戒
会
焼
香
侍
者
指
揮

と
さ
れ
た
が
、

戒
壇
指
南

は
宝
暦
六
年
で
あ
り
、
わ
ず
か
だ
が
更
新
さ
れ
た
。

②

戒
壇
指
南

は
乙
堂
喚
丑
に
係
る
写
本
で
あ
り
、
卍
山
道
白
―
隠
之
道

顕
―
乙
堂
と
い
う
法
系
の
関
係
か
ら
、
大
乘
寺
で
構
築
さ
れ
た
授
戒
会
作

法
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

③

戒
壇
指
南

及
び

禅
門
大
戒
直
壇
指
南

授
戒
会
侍
者
曁
直
壇
指

南

の
三
本
は
大
乘
寺
に
深
く
関
わ
り
、
そ
れ
ら
の
比
較
を
通
し
て

大

乘
寺
式
授
戒
会
作
法

原
型
の
復
元
を
試
み
つ
つ
、
黄
檗
派
の
戒
儀
と
比

較
し
た
。

　

以
上
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
改
め
て

戒
壇
指
南

の
著
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
本

書
の
奥
書
か
ら
は
、
乙
堂
喚
丑
が
法
嗣
の
求
賢
則
聖
に
書
写
さ
せ
て
、
自
ら

の
署
名
と
花
押
を
記
し
た
経
緯
は
理
解
出
来
る
が
、
こ
れ
の
み
で
は
乙
堂
を

本
書
の
著
者
だ
と
定
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
理
由
は
、
別
に
原
本
が
あ
っ

て
、
乙
堂
が
住
し
て
い
た
鳳
仙
寺
で
開
く
授
戒
会
を
前
に
書
写
さ
せ
た
の
み

で
あ
る
可
能
性
を
払
拭
出
来
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
、
戒
壇
指
南

と

直
壇
指
南

は
使
わ
れ
る
用
語
や
言
い
回
し
な
ど
が
極
め
て
類
似
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
に
共
通
の
原
本
、
あ
る
い
は
原
型
と
な
る
作
法
が
あ
っ
た
と

見
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
仮
定
の
下
、
③
の
検
討
結
果
を
得
た
の
で
あ

る
。

　

た
だ
し
、
筆
者
は
そ
の
原
型
と
な
る
資
料
は
未
見
で
あ
る
。
手
続
き
と
し

て
は
、
そ
の
原
型
と
な
る
資
料
が
発
見
さ
れ
、
戒
壇
指
南

と
の
比
較
の

結
果
、
何
ら
か
の
相
違
点
が
あ
れ
ば
、
乙
堂
自
身
の
改
変
や
口
訣
と
見
な

し
、
本
書
を
乙
堂
の
著
作
で
あ
る
と
確
定
可
能
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
現
段

階
で
は
、
戒
壇
指
南

は
乙
堂
に
係
る
授
戒
会
作
法
書
と
し
か
い
え
な
い

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
書
名
の
問
題
も
残
る
。
今
回
採
り
上
げ
た
大
乘
寺
系
の
作
法
書
三

本
中
、
二
本
は

直
壇
指
南

の
名
称
を
冠
し
、
本
書
の
み

戒
壇
指
南

と
な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
な
差
異
で
あ
る
が
、
原
型
と
な
る
文
献
を
探
る
際

の
手
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
西
有
穆
山
に
関
わ
る
写
本

金
剛
集
録

を
通
し
て
、
乙
堂

が
授
戒
会
を
開
く
前
に
綿
密
な
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
、
更
に

は
乙
堂
の
立
場
が
西
有
自
身
の
戒
学
形
成
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
判

明
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

今
後
は
、
西
有

傳
戒
會
裡
閑
話

等
の
分
析
を
通
し
て
、
西
有
自
身
の

授
戒
会
作
法
に
関
す
る
立
場
や
、
乙
堂
か
ら
の
影
響
な
ど
を
精
確
に
検
討
し
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た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（

）  
金
剛
集
録

六
七
丁
表

（

）  

金
剛
集
録

四
六
丁
裏

（

）  

金
剛
集
録

九
三
丁
裏

（

）  

傳
戒
會
裏
閑
話

参
照
、
金
剛
集
録

四
丁
裏
・
五
丁
裏

（

）  

禅
戒
問
答
續

奥
書

参
照
、
金
剛
集
録

三
七
丁
表

（

）  

法
蔵

梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（

）  

正
法
眼
蔵
続
絃
講
議

巻
三
・
六
〇
丁
表
頭
註
参
照

（

）  

金
剛
集
録

四
六
丁
表

（

）  

曹
全

大
系
譜

一
七
六
頁
参
照

（

）  

菅
原
二
〇
一
三

（

）  

続
曹
全

清
規

所
収
。
指
月
に
よ
る
提
唱
を
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）

と
す
る
見
解
は
、
光
地
英
学
氏
に
よ
る
解
題
（
曹
全

解
題

四
六
五
頁
下

段
）
を
参
照
し
た
。

（

）  

曹
全

清
規

所
収
。
な
お
、
同
書
で
は
仏
祖
礼
の
対
象
と
す
る
祖
師
に
、

月
舟
宗
胡
・
卍
山
道
白
・
隠
之
道
顕
な
ど
の
名
前
が
見
え
る
（
曹
全

清
規

八
〇
七
頁
下
段
）
た
め
、
本
書
同
様
に
隠
之
道
顕
系
で
伝
え
た
作
法
と
推
定
さ

れ
、
本
書
と
の
同
異
点
に
注
目
さ
れ
る
。

（

）  

続
曹
全

清
規

四
八
二
頁
上
段

（

）  

曹
全

清
規

八
〇
四
頁
上
〜
下
段

（

）  

曹
全

清
規

八
〇
六
〜
八
〇
七
頁

（

）  

授
戒
会
の
研
究

三
四
一
頁

（

）  

洞
上
伝
戒
弁
、
曹
全

禅
戒

四
三
七
頁
下
段

（

）  

尸
羅
會
中
内
口
傳

一
五
丁
裏
〜
一
六
丁
表　

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

菅
原
二
〇
二
一
及
び
面
山
瑞
方

永
福
面
山
和
尚
説
戒

加
行
ノ
因
縁

項
、
曹
全

禅
戒

一
七
二
頁
下
段
〜
一
七
三
頁
下
段
参
照
。
面
山
は

対
首

懺
悔

に
つ
い
て
、
本
来
の
律
蔵
な
ど
に
見
ら
れ
る
作
法
と
は
異
な
る
こ
と
を
批

判
す
る
。

（

）  

大
罪

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
黄
檗
派

弘
戒
法
儀

や
、
日
本
の
天
台
宗
・
浄
土
宗
の
受
戒
作
法
で
は
、
菩
薩
戒
で
も

七
逆
罪

の

者
に
受
戒
を
許
さ
な
い
と
の
見
解
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
準
じ
た
か
。
た
だ
し
、

曹
洞
宗
の
場
合
、
正
法
眼
蔵
随
聞
記

巻
二
（
全
集

七
・
六
九
頁
）
で
、
道

元
が
懐
奘
に
対
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
明
庵
栄
西
が
定
め
た
こ
と
と
し
て
、
懺
悔

さ
え
す
れ
ば
七
逆
罪
の
者
に
で
も
戒
を
受
け
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
大
罪

を
し
て
い
る
者
に
は
、
特
別
に
懺
悔
を
さ
せ
た
可
能
性
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
。

（

）  

曹
洞
宗
務
局
普
達
第
二
十
号
（
明
治
八
年
六
月
一
五
日
）（
〈
明
治
八
年
〉
曹

洞
宗
務
局
普
達
全
書

四
一
丁
）
に
て
、
捨
身
供
養
の
一
作
法
で
あ
る

頭
香

を
差
し
止
め
し
、
戒
弟
各
位
に
焼
香
さ
せ
る
方
法
に
転
換
さ
れ
た
。

（

）  

お
そ
ら
く
は
黄
檗
派

弘
戒
法
儀

を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（

）  

大
正
蔵

二
四
・
一
〇
〇
六
ａ

（

）  

曹
全

清
規

七
九
七
頁
上
段
参
照
。
典
拠
と
な
っ
た
永
平
道
元

教
授
戒

文

は
、
第
六
不
説
過

へ
の
提
唱
（
全
集

六
・
二
一
六
頁
）
が
参
照
さ
れ

て
い
る
。

（

）  

続
曹
全

清
規

四
九
七
頁
上
段
、
直
壇
指
南

の
底
本
で
は
文
字
が
判

別
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
戒
壇
指
南

を
参
照
す
れ
ば
、
欠
字
の
部
分
は

規
矩

が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（

）  
戒
壇
指
南
、
金
剛
集
録

四
〇
丁
裏

（

）  

昭
和
改
訂
曹
洞
宗
行
持
軌
範

二
三
一
〜
二
三
二
頁
、
各
牌
は
本
来
の
配
置



愛
知
学
院
大
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教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

を
並
べ
直
し
て
中
央
・
右
・
左
の
順
で
記
載
し
た
。

（

）  

曹
全

清
規

八
〇
七
頁
上
段
参
照

（

）  

続
曹
全

清
規

四
七
五
頁
上
段

（

）  

授
戒
日
規

初
八
日
授
菩
薩
戒
設
位
式

参
照
、
授
戒
日
規

一
〇
丁
裏

（

）  
戒
会
須
知

二
八
頁
参
照

（

）  

伝
法
は
作
法
書

伝
法
室
内
式

を
用
い
て
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
道

場
の
荘
厳
な
ど
で
、
伝
戒
作
法
に
類
似
し
た
点
が
無
い
と
は
い
わ
な
い
が
、
一
致

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（

）  

授
戒
日
規

七
丁
表

（

）  

授
戒
日
規

七
丁
表

（

）  

授
戒
日
規

一
〇
丁
表
参
照

（

）  

授
戒
日
規

夜
分
禮
懺

項
他
、
授
戒
日
規

二
丁
裏

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

隠
元
隆
琦
編
正

弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
本
、
刊
記
無
し
・
江
戸
期
版
本
と

推
定
、
丁
数
は
各
本
で
一
か
ら
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
指
示
に
従
っ
た
。

著
者
不
明

尸
羅
會
中
内
口
傳

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研

究
所
配
架
（
請
求
番
号
・

.
/

）

乙
堂
喚
丑
著
、
西
有
穆
山
・
権
田
雷
斧
校
閲

正
法
眼
蔵
続
絃
講
義

巻
三
、
貝
葉
書

院
・
一
八
九
六
年
、
版
本
は

講
義

と
題
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は

講
議

表

記
が
正
し
い
た
め
、
引
用
時
に
は

正
法
眼
蔵
続
絃
講
議

と
記
載
し
た
。

曹
洞
宗
務
局
編
〈
自
明
治
五
年
・
至
明
治
十
一
年
〉
曹
洞
宗
両
本
山
普
達
全
書

曹

洞
宗
務
局
、
複
数
年
の
普
達
が
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
引
用
時
に
は
当
該
年
度
の
み

を
記
載
し
、
丁
数
な
ど
を
示
し
た
。

山
本
悦
心
編

戒
会
須
知

黄
檗
堂
・
一
九
三
六
年

曹
洞
宗
宗
務
庁
編

昭
和
改
訂
曹
洞
宗
行
持
軌
範

曹
洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
六
三
年
版

大
正
新
修
大
蔵
経

を
参
照
。
引
用
に
際
し
て
は
、
大
正
蔵

巻
○
・
○
○
頁
と
略

記
し
て
巻
数
・
頁
数
を
示
し
、
段
数
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
末
尾
に
付
し
た
。

曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書
（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
）
を
参
照
。
引
用
時
に
は

曹
全

続
曹
全

○
○

○
○
頁
○
段
と
し
、
巻
号
と
頁
数
の
み
で
略
記
し

て
い
る
。
一
々
断
ら
な
い
が
、
一
部
引
用
文
は
筆
者
が
訓
読
し
た
。

永
平
道
元
の
著
作
は
春
秋
社

道
元
禅
師
全
集
（
全
七
巻
）
を
参
照
。
引
用
時
に
は

全
集
○

○
○
頁
と
し
、
巻
号
と
頁
数
の
み
で
略
記
し
て
い
る
。

曹
洞
宗
宗
務
庁
編

授
戒
会
の
研
究

曹
洞
宗
宗
務
庁
・
一
九
八
五
年

菅
原
研
州

隠
之
道
顕
禅
師
の
研
究
（
一
）
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大

会
紀
要

第
一
四
回
・
二
〇
一
三
年
、
菅
原
二
〇
一
三

菅
原
研
州

洞
門
授
戒
会
作
法
成
立
の
一
考
察
、
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要

四
八
号
・
二
〇
二
〇
年
、
菅
原
二
〇
二
〇

菅
原
研
州

禅
戒
一
如

と

禅
戒
双
修

│
附
録

三
國
傳
來
戒
壇
記

（
仮

題
）
仏
戒
相
承
論

翻
刻
資
料
│
、
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要

四
九

号
・
二
〇
二
一
年
、
菅
原
二
〇
二
一



乙
堂
喚
丑
に
係
る

戒
壇
指
南

の
研
究

※
凡
例

・
こ
の
資
料
は
、
金
剛
集
録

写
本
所
収
の

戒
壇
指
南

を
全
文
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
解
題
は
本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
丁
数
は

戒
壇
指
南

該
当
分
と
な
っ
て
い
る
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・【　

】
内
の
数
字
・
カ
ナ
で
丁
数
と
表
裏
を
略
記
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
。

・
頭
註
は
翻
刻
文
の
下
部
に
移
動
し
掲
載
し
た
。

・
傍
点
や
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た

・
確
認
さ
れ
た
誤
字
は
翻
刻
文
の
下
部
に
指
摘
し
た
。

【

オ
】

　
　
　

○
戒
壇
指
南

○
時
至
レ
バ
加
行
前
一
日
藥
石
後
直
壇
寺
中
外
来

ノ
戒
子
ヲ
引
テ
侍
者
寮
ニ
到
ル
時
ニ
侍
者
和
尚
ヲ
請
シ

テ
拜
セ
シ
ム
戒
子
展
具
三
拜
此
時
ワ
只
拜
ノ
ミ
請
ノ

〈
然
ニ
式
文
ニ
先
請
戒
儀
ア
リ
此
儀
式
致
語
等
ハ
必
行
ス
ベ
シ
今
請
ニ
詞
旡
シ
ト
ハ
只

前
ノ
相
見
ナ
リ
然
レ

両
度
ニ
セ
ン
ヨ
リ
此
時
ニ
本
儀
ヲ
行
フ
ベ
シ
是
レ
律
文
ト
乞

戒
勧
発
勝
思
ノ
時
ナ
リ
又
加
行
懴
悔
ノ
用
心
ヲ
モ
教
ユ
ベ
シ
〉

詞
旡
シ
具
上

ス
此
時
和
尚
加
行
懴
悔

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ノ
用
心
ヲ

4

4

4

4

垂
誡
ス

4

4

4

此
ノ
垂
誡
ノ
儀
侍
者
兼
テ
方
𠀋
ニ
密
啓
有
ル

可
シ
總
テ
加
行
ノ
内
二
三

モ
垂
誡
有
ル
ベ
キ
羊
ニ
内

請
ス
ベ
シ
垂
誡
了
テ
戒
子
頓
拜
シ
テ
具
ヲ
収
テ
方

𠀋
ヲ
出
ツ
レ
ハ
直
壇
戒
子
ヲ
茶
堂
ニ
引
テ
副
寺
侍
者

【

ウ
】

典

ノ
三
役
ヲ
一
喋
ニ
拜
セ
シ
ム
次
ニ
衆
寮
ニ
引
テ
知

客
ヲ
拜
セ
シ
ム
教
授
師
モ
此
時
拜
ス
但
寮
ノ
便
宜
ニ

依
ル
ヘ
シ
次
ニ
直
壇
ヲ
拜
セ
シ
ム
此
拜
ノ
儀
侍
者
兼

テ
戒
頭
ノ
人
ニ
内
意
有
ル
可
シ
最
後
ニ
屏
喋
ニ
就
テ

同
戒
ノ
兄
弟
互
ニ
結
縁
未
曽
有

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ノ
拜
有
ル
可
シ

○
第
一
日
朝
課

和
尚
巡
堂
ノ
内
直
壇
寺
中

外
来
ノ
戒
子
ヲ
引
テ

室
ニ
至
ツ
テ
拜
セ
シ
ム
若
シ
堂

中
ニ
モ
戒
子
有
レ
バ
此
時
一
同
ニ
拜
ス
ル
ナ
リ
是
レ
役
寮
ノ

拜
ナ
リ
堂
中
ノ
戒
子
ハ
喫
粥
歸
堂
問
訊
ノ
後
又
出
堂

ノ
拜
有
ル
可
シ
次
ニ
粥

剃
髪
沐
浴
加
行
ノ
道
場
ヲ

【

オ
】

荘
嚴
ス
是
レ
七
日
加
行
ノ
始
ナ
リ
○
佛
祖
神
ノ
三
牌
ヲ

安
ス
荘
嚴
了
ラ
ハ
戒
頭
三
人
威
儀
ヲ
具
シ
右
ノ
三
牌
ヲ

拜
請
シ
壇
上
ニ
安
置
シ
侍
者
寮
ニ
報
シ
テ
ナ
ラ
シ
ス

ベ
シ
菓
子
ハ
三
具
ヘ
盛
リ
羊
ハ
最
初
一
度
懴
悔
ノ
日
一

度
満
戒
ノ
日
一
度
都
合
三

ナ
リ
三
ツ
菓
子
洒
水

ハ
歎
佛
一

毎
ニ
改
ム
ル
ナ
リ

4

4

ハ
佛
前
ニ
一
丁

4

4

4

4

4

4

主
讃
ハ
前
ニ
一
丁
ナ
リ
七
日
加
行
ハ
中

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ク
持
齋
ス
ベ
シ

4

4

4

4

4

4

○
加
行
道
場
ノ
維
那
ハ
戒
頭
或
ハ
其
中
ノ
老
僧
ヲ
定



愛
知
学
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大
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教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

ム
法
式
進
退
ノ
威
儀
ハ
維
那
ノ
教
喩
ナ
リ
總

ノ

指
揮
ハ
直
壇
ニ
任
ス
直
壇
ハ
夜
ル
授4

者
休
息
ノ
後 

※
受
の
誤
記

【

ウ
】

火
之
用
心
等
ヲ
ナ
シ
長
壽
香
一
本
半
ホ
ト
ニ
立
テ
暁
天
迠

テ
不

ナ
リ
時
至
レ
バ
直
壇
湯
ヲ
ワ
カ
シ
戒
子
ヲ
起
ス
戒

子
威
儀
ヲ
具
シ
著
衣
喫
湯
了
テ
毎
朝
巡
堂
焼
香

心
経
點
讀
ス
但
焼
香
ワ
戒
頭
一
人
ナ
リ
看
寮
ハ
ア
ト
ニ

ヲ
茶
碗
ヲ
シ
モ
ツ
可
シ
直
壇
ハ
四
⻆
ヲ
持
シ
テ
巡
堂
ヲ
引

キ
教
ユ
香
炉
ハ
戒
子
ノ
中
少
キ
者
吾
持
ス
ベ
シ
巡
堂
了

テ
直
ニ
礼
讃
ナ
リ
但
シ
翊
ハ
湯
旡
シ
翊
夜

キ

線
香
二
本
程
ト
禮
佛
シ
冬
ハ
隨

三
本
ノ
後
又
二
本

ホ
ト
禮
佛
シ
了
テ
休
也
暁
天
ハ
早
キ
ヲ
ヨ
シ
ト
ス
禮

佛
少
モ
間
断
有
ル
時
ワ
直
壇
或
ハ
維
那
磬
ヲ
打
チ
衆

【

オ
】

ヲ
集
ム
可
シ
正
ニ
是
レ
放
身
捨
命
ノ
時

禮
讃
ハ
タ

イ
テ
イ
晝
夜
十
二
三

其
間
ニ
三
千
佛
名
ヲ
拜
ス

ベ
シ
總
テ
戒
壇
中
施
主
有
ル
時
ハ
直
壇
典

侍
者

寮
ニ
告
名
單
ニ
貼
ス
可
シ
抑
礼
讃
ノ
次

ハ
毎
日
暁
天

ノ
始
メ
夜
間
ノ
終
リ
盧
舎
那
佛
ヨ
リ
得
戒
師
同
戒
ノ

兄
弟
各
三
拝
是
レ
維
那
唱
ル
ナ
リ
毎
朝
一
人
洒
水

斗
リ
ニ
テ
浄
道
場
ヲ
行
シ

堂
一
匝
ス
ル
ナ
リ
晝

夜
共
ニ
普
門
品
ヲ
誦
ス
可
シ
三
時
ノ
念
經
ハ
殿
鐘
一

會
ノ
中
ニ
礼
讃
ヲ
ヤ
メ
威
儀
調
ヘ
待
タ
シ
ム
可
シ

○
二
日
三
日
四
日
加
行
如
初
日

【

ウ
】

○

五
日
今
晩
ハ
懴懴

悔
畢
而
捨
身
也

悔
ナ
リ
沐
浴
清
浄
ニ
シ
テ
至
誠

ニ
懴
悔
ス
ヘ
シ

○
第
六
日
傳
戒

○

七
日
授
戒
此
レ
タ
ヽ
一
等
ノ
日
限
ナ
リ
但
シ
戒
師

ノ
指
揮
ニ
依
リ
時
ノ
宜
キ
ヲ
行
ス
ベ
シ
懴
悔
ノ
當
日

ニ
粥
後
或
ハ
飯
後
受
者
方
𠀋
ニ
上
テ
焼
香
但
シ
コ
レ

ハ
人
々
ナ
リ
請
拜
致
語
只
戒
頭
一
人
ノ
ミ
也
傳
戒

授
戒
何
レ
モ
當
日
々
々
ニ
剃
髪
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懴
悔
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ナ
リ
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僧
燭
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鈴
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ス
戒
頭
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僧
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ニ
至
テ
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焼
香
三
拝
シ
テ
其

具
ヲ
引
キ

シ
教
授
師
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向
イ
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拝
了
テ
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来
業
障
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懴
悔
シ
了
テ
頓
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了
テ
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時
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ヲ
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ノ
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ル
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悔
帳
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打
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ス
ベ
シ
作
法
ハ
紙
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枚
ヲ
横
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テ
片 

※
日
の
誤
記

面
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三
人
宛

次
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ス
若
シ
傳
戒
別
日
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ラ
ハ
懴
悔
帳
ニ
二
冊
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製
ス
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在
家
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ハ
先
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テ
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ナ
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授
師
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受
者
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時

先
此
方
ヨ
リ
大
罪
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無
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シ
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4
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ハ
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懴
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右
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六
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傳
戒
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香
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寮
ニ
至
テ
定
鐘
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教
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至
テ
焼
香
礼
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語
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七
日
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粥
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髪
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了
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水
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献
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ス
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位
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王
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迠
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鐘
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時
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ハ
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燈
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啓
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某
甲
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某
甲

　
　
　
　

手
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某
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魚　
　
　

某
甲
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某
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小
子
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